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コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
と

秘
め
ら
れ
た
力

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
観
光
へ
の
期
待
が
高
ま

る
中
、
ネ
ッ
ト
配
信
の
普
及
な
ど
も
影
響
し

て
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
言
葉
自
体
は
、
２
０
０
４
（
平
成

16
）
年
制
定
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
、
保
護

及
び
活
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
内
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
定
義※
1

の
下
、
翌
年
に
国
土
交
通

省
・
経
済
産
業
省
・
文
化
庁
が
ま
と
め
た
調

査
報
告
書※
2

で
初
め
て
公
の
場
に
登
場
し
た
。

そ
こ
で
は
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
地

域
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
映
画
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
、
小
説
、
ま
ん
が
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）

を
活
用
し
て
、
観
光
と
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
意
図
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
定

義
し
、
そ
の
根
幹
は
、
地
域
に
「
コ
ン
テ
ン

ツ
を
通
し
て
醸
成
さ
れ
た
（
中
略
）
物
語
性

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
」
と

し
て
い
る
。
行
政
の
定
義
で
な
じ
み
づ
ら
い

た
め
、
私
は
も
う
少
し
分
か
り
や
す
く
、
コ

ン
テ
ン
ツ
を
「
人
間
の
創
作
物
と
し
て
の
メ

デ
ィ
ア
作
品
の
中
身
・
内
容
」
と
し
、
コ
ン

テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
作
品
の
ス
ト
ー

リ
ー
や
作
品
の
一
場
面
、
あ
る
い
は
登
場
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
動
機
や
資
源
と
な
っ
た

観
光
形
態
」
と
捉
え
て
い
る
。

そ
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
の
違
い
は
大
き
く
３
点
あ
る
。
１
点
目
は
、

創
作
物
で
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
知
的
財
産
で

あ
る
点
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
年
の
作
品
で
あ

れ
ば
著
作
権
が
発
生
し
、
観
光
に
活
用
す
る

場
合
は
そ
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
２
点
目

は
、
本
来
観
光
地
で
は
な
い
場
所
が
目
的
地

と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
地
域
資

源
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
作

品
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
に
多
く
の
フ
ァ
ン

が
押
し
寄
せ
、
フ
ァ
ン
と
地
域
と
の
間
に
軋

轢
が
生
じ
る
と
い
っ
た
恐
れ
も
あ
る
の
だ
。

３
点
目
は
、
そ
の
リ
ス
ク
の
半
面
、
フ
ァ
ン

は
好
き
な
作
品
世
界
に
関
わ
り
た
い
と
い
う

「
参
加
型
文
化
」
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
地
域

に
「
交
流
」
そ
し
て
「
共
感
」
と
い
う
価
値

が
生
ま
れ
や
す
い
点
だ
（
図
１
）。

つ
ま
り
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、

作
品
の
世
界
に
共
感
し
て
、
フ
ァ
ン
同
士
や
、

フ
ァ
ン
と
地
域
住
民
が
つ
な
が
り
合
え
る
大

き
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

垣
根
を
越
え
た
交
流
で

新
た
な
地
域
文
化
を
創
出

先
駆
的
な
事
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
の

は
、
埼
玉
県
鷲わ

し

宮み
や

町
（
現
・
久
喜
市
）
の
例

だ
。
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
Ｔ
Ｖ
ア
ニ

メ
『
ら
き
☆
す
た
』
が
放
映
さ
れ
、
作
品
の

舞
台
と
な
っ
た
鷲わ
し
の
み
や宮
神
社
（
作
品
内
で
は
鷹

宮
神
社
）
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
よ
う
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コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
生
む

「
共
感
」と「
交
流
」が
地
域
の
未
来
を
育
む

山
村
高
淑  

北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
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教
授
・
セ
ン
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ー
長

特
集

文・構成／清水 英孝

POINT OF VIEW
視 点

物語で地域の魅力を再発見コンテンツツーリズム特集

物
語
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地
域
の
魅
力
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発
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コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

図１　コンテンツツーリズムにおける三者が
良好な相互関係を構築するためのモデル
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映
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
登
場
す
る
舞
台
が
多

数
存
在
す
る
貴
重
な
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
平
家
物
語
』
な

ど
も
誰
も
が
知
る
代
表
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
り
、
そ
の
舞
台
は
中
国
地
域
に
広
く
ま
た

が
る
。
例
え
ば
『
平
家
物
語
』
は
、
作
家
の

古
川
日
出
男
氏
が
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

に
現
代
語
訳
し
た
著
書
を
基
に
人
気
声
優
陣

と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
り
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
た
。
古
い
作
品
で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
等
で
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ

れ
ば
時
代
を
超
え
て
語
り
継
が
れ
、
注
目
を

集
め
る
。
そ
う
し
た
作
品
も
含
め
非
常
に
分

厚
い
集
積
が
あ
り
、
ま
さ
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の

宝
庫
と
い
え
よ
う
。

推
進
に
向
け
、

自
治
体
や
地
域
側
に
で
き
る
こ
と

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
た

自
治
体
や
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
ロ
ケ

誘
致
、
②
そ
の
地
域
が
舞
台
で
あ
る
既
存
作

品
の
活
用
、
③
自
治
体
予
算
に
よ
る
地
域
作

品
の
製
作
、
の
大
き
く
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
む
自
治
体
は
少

な
く
な
い
が
、
製
作
者
側
に
作
品
イ
メ
ー
ジ

と
決
定
権
が
あ
る
の
で
、
誘
致
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

に
な
っ
た
。
鷲
宮
町
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
伝

統
行
事
、
グ
ッ
ズ
開
発
な
ど
を
フ
ァ
ン
と
地

域
住
民
が
協
働
で
行
う
な
ど
し
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
動
き
に
発
展
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
フ
ァ
ン
の
間
で
は
作
品
の
舞
台

や
作
者
の
故
郷
を
「
聖
地
」、
そ
の
地
を
訪
れ

る
こ
と
を
「
聖
地
巡
礼
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般

化
し
た
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
が
転
換
点
と

な
り
、
全
国
の
観
光
地
が
打
撃
を
受
け
る
中
で
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
フ
ァ
ン
が
地
域
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
動

き
が
活
発
化
す
る
。
一
方
製
作
側
に
も
、
徐
々

に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
地
域
と
良
好
な
関

係
を
築
き
つ
つ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
作

法
が
定
着
し
て
い
っ
た
（
図
２
）。

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
放
映
の
Ｔ
Ｖ
ア

ニ
メ
『
花
咲
く
い
ろ
は
』
の
舞
台
、
石
川
県

金
沢
市
の
湯ゆ

涌わ
く

温
泉
（
作
品
内
で
は
湯
乃
鷺

温
泉
）
で
は
、
地
元
の
温
泉
観
光
協
会
と
ア

ニ
メ
製
作
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
ア
ニ

メ
に
登
場
し
た
架
空
の
「
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
」

を
、
実
際
に
「
湯
涌
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
」
と
し

て
放
送
年
に
開
催
し
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
集

め
た
。
祭
り
は
そ
の
後
、
地
域
の
行
事
と
し

て
定
着
し
現
在
に
至
る
。
こ
の
例
も
ま
た
、

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
き
っ
か
け
と
な

り
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
地
域
の
文
化
と
し
て

定
着
し
た
理
想
型
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

中
国
地
域
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
宝
庫

中
国
地
域
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

代
表
的
な
ま
ち
と
し
て
は
、
広
島
県
尾
道
市

が
挙
げ
ら
れ
る
。
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

の
小
津
安
二
郎
監
督
の
名
作
『
東
京
物
語
』

や
１
９
８
０
年
代
の
大
林
宣
彦
監
督
の
尾
道

三
部
作（『
転
校
生
』『
時
を
か
け
る
少
女
』『
さ

び
し
ん
ぼ
う
』）
が
あ
り
、
尾
道
の
景
観
や
文

化
遺
産
と
映
画
で
描
か
れ
た
物
語
が
強
く
結

び
付
き
、
尾
道
の
魅
力
が
引
き
出
さ
れ
て
い

る
。
時
代
背
景
は
違
っ
て
も
作
品
に
共
感
で

き
る
部
分
が
あ
り
、
多
く
の
映
画
フ
ァ
ン
を

今
も
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

尾
道
だ
け
で
な
く
、
中
国
５
県
は
小
説
や

1  2  2011年にアニメ『花咲くいろは』の劇中で描かれた祭りを金沢市湯涌温泉街が
再現してスタートした「湯涌ぼんぼり祭り」は2023年に11回目の開催を迎え
た。コロナ禍の2021年には10年間の軌跡をまとめた書籍が発行されている

写真提供／ 1 湯涌温泉観光協会
2 『湯涌ぼんぼり祭り2011-2021～アニメ「花咲くいろは」と歩んだ10年～』
  （一般社団法人 地域発新力研究支援センター、2021年）

1 2

図２　アニメコンテンツツーリズムの系譜

◯年次は作品の放送・上映の年
◯製作側が舞台のモデル地を公表していない場合を含む
 ＊ OVA…Original Video Animationの略

タ
イ
ア
ッ
プ

タ
イ
ア
ッ
プ

試
行
期

試
行
期

2000年代半ば　　「YouTube」「ニコニコ動画」等の配信サービス開始、
　　　　　　　　　iPhone 日本発売（誰でも情報発信が可能となる）

2007

「青山剛昌ふるさと館」オープン
　鳥取県北栄町

「名探偵コナン」作者の生まれ故郷であ
る北栄町が事業主体

「らき☆すた」
　埼玉県鷲宮町（現・久喜市）

後に地元商工会×製作者×ファンのコラ
ボレーションモデルを確立

タ
イ
ア
ッ
プ
方
式

タ
イ
ア
ッ
プ
方
式

確
立
期

確
立
期

2009 「戦国BASARA」
　宮城県仙台市、 白石市

地場産業×製作者のコラボレーション方
式を確立しアニメキャラクタービジネス
を地域展開

2010 OVA＊「たまゆら」
　広島県竹原市

地域事業者×製作者のタイアップを長期
展開

2011年　　東日本大震災（地域貢献意識が高まる）

地
域
重
視
・
多
角
展
開
期
（
地
域
事
情
を
配
慮
し
た
タ
イ
ア
ッ
プ
へ
）

地
域
重
視
・
多
角
展
開
期
（
地
域
事
情
を
配
慮
し
た
タ
イ
ア
ッ
プ
へ
）

2012 「ガールズ＆パンツァー」
　茨城県大洗町

地域と製作スタッフの良好な交流がその
後の聖地の継続につながった好例

2013

「Free!」
　鳥取県岩美町 女性ファンによる聖地巡礼ブームを起こす

「恋旅～True Tours Nanto」
　富山県南砺市

市が地元制作会社に委託した作品で、現
地を訪れると視聴できる仕組みが話題に

2016 「君の名は。」
　岐阜県飛驒市古川町ほか

世界的ヒットで聖地巡礼のインバウンド
需要を喚起。「聖地巡礼」が流行語となる

2017年　　一般社団法人アニメツーリズム協会が「訪れてみたい日本のアニメ聖地88」
　　　　 　の発表を開始（聖地巡礼の一般化）

2018 「ゆるキャン△」
　山梨県、静岡県、長野県各地

聖地巡礼がキャンプブームに結び付き、関
連したキャンプガイド本が多数刊行される

2019 「鬼滅の刃」
　福島県会津若松市ほか

幅広い年齢層に聖地巡礼を広げ、モデル
地以外にも作品イメージに似た場所が聖
地とされる

2020年　　新型コロナウイルス感染症の流行（移動制限や旅行の自粛が続く）

2020

「邪神ちゃんドロップキック’千歳編」
　北海道千歳市

自治体がふるさと納税を活用して地域ア
ニメを製作した全国初の事例

「進撃の巨人」The Final Season
　大分県日田市

日田市生まれの作者と市民有志が主体と
なりキャラクターの銅像を設置

2021 「シン・エヴァンゲリオン劇場版:||」
　山口県宇部市

監督の生まれ故郷を舞台モデルの一部と
した作品
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し
い
か
否
か
を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

難
し
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
関
与
せ
ず
静

か
に
見
守
る
の
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
自
治
体

の
動
き
と
は
関
係
な
く
、
フ
ァ
ン
は
聖
地
を

訪
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
っ
て
も
、

製
作
者
や
権
利
者
は
民
間
事
業
者
で
、
あ
く

ま
で
目
的
は
地
域
振
興
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
振

興
に
お
い
て
は
、
地
元
の
商
工
会
や
旅
館
組

合
、
観
光
事
業
者
な
ど
を
主
役
と
し
、
民
間

事
業
者
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
双
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
仕

組
み
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
自
治
体
は
そ
の
た

め
の
調
整
役
に
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

自
治
体
担
当
者
は
定
期
的
に
異
動
す
る
た
め
、

長
く
続
く
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
例
は
、

地
域
の
民
間
事
業
者
が
主
体
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
み
と

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
指
す
姿

ア
ニ
メ
や
映
画
等
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ

は
国
内
の
若
い
世
代
や
外
国
人
に
も
物
語
の

面
白
さ
が
伝
わ
り
や
す
く
、
人
気
が
高
い
。

民
族
や
言
語
、
文
化
、
宗
教
な
ど
を
超
え
て

共
感
で
き
る
作
品
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
の
大
き
な
資
源
と
な
り
得
る
。
日
本

の
強
み
は
、
そ
の
核
で
あ
る
物
語
創
作
側
の

③
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
予
算
で
ア
ニ
メ

や
ド
ラ
マ
を
製
作
し
た
例
は
あ
る
が
、
公
共

予
算
で
作
品
を
つ
く
る
場
合
に
は
制
約
が
生

じ
、
せ
っ
か
く
製
作
し
て
も
面
白
み
に
欠
け

て
フ
ァ
ン
に
「
刺
さ
る
」
作
品
と
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
中
、
北
海
道
千
歳
市

で
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
人
気
ア
ニ

メ
『
邪
神
ち
ゃ
ん
ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ
ク
』
の
フ
ァ

ン
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
活
用
し
て
、同
ア
ニ
メ
の
新
作
「
千

歳
編
」
の
製
作
を
行
い
、
さ
ら
に
目
標
額
を

大
き
く
上
回
っ
た
超
過
分
の
寄
付
金
は
市
の

観
光
振
興
に
充
て
ら
れ
た
。
フ
ァ
ン
参
加
型

の
新
た
な
試
み
で
、
当
然
な
が
ら
フ
ァ
ン
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
内
容
と
な
っ
た
こ
の
作

品
は
大
き
な
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
②
に
つ
い
て
は
、
本
来
す
ぐ
に
で

き
る
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
実
施
し
て
い
る
自

治
体
は
意
外
に
も
少
な
い
。
文
学
か
ら
映
画

や
ア
ニ
メ
ま
で
新
旧
幅
広
く
存
在
す
る
そ
の

地
域
に
関
わ
る
作
品
を
、
く
ま
な
く
把
握
し
て

リ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
ら
作
品
を
自
然
・
農
業
・

歴
史
・
文
化
遺
産
と
同
レ
ベ
ル
の
地
域
の
文

化
資
源
と
捉
え
て
整
理
し
た
上
で
、
ど
う
地

域
振
興
や
観
光
振
興
に
結
び
付
け
て
い
け
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
過
去

の
作
品
で
あ
れ
今
は
ネ
ッ
ト
で
視
聴
で
き
る

も
の
も
多
く
、
リ
ス
ト
を
公
表
す
る
だ
け
で

そ
の
作
品
を
見
る
人
も
増
え
る
は
ず
な
の
で
、

こ
の
リ
ス
ト
化
の
作
業
を
積
極
的
に
取
り
組

む
自
治
体
が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

自
治
体
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
だ
け
で
消
費
し
て
き
た
作
品
を
、
観
光

資
源
と
し
て
公
に
認
め
地
域
住
民
の
暮
ら
し

の
質
の
向
上
に
還
元
す
る
行
為
で
あ
る
。
自

治
体
は
こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
そ
の
作
品
が

果
た
し
て
行
政
が
実
施
す
る
事
業
に
ふ
さ
わ

層
の
厚
さ
と
蓄
積
、
ま
た
江
戸
期
か
ら
続
い

て
き
た
、
作
品
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
む
庶
民

文
化
の
定
着
に
あ
る
。
今
後
も
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
日
本
の
良
さ
を
伝
え
る
作
品
を
生
み

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
も
ま
た
、
今
あ
る

重
要
な
課
題
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

今
後
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
地

域
振
興
を
図
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
作

品
と
、
ル
ー
ツ
と
な
る
地
域
の
暮
ら
し
や
遺
産
、

産
業
と
い
っ
た
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
い
か
に
結
び
付

け
る
か
だ
。
作
品
に
興
味
を
持
っ
た
人
た
ち
を

う
ま
く
そ
こ
へ
誘
導
で
き
れ
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
最
大
の
魅
力
は
、

地
域
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
作
品
を

共
通
言
語
と
し
て
、
世
代
や
国
境
を
こ
え
た

つ
な
が
り
と
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
た
地
域
住
民
、

地
域
外
の
フ
ァ
ン
、
製
作
者
の
三
者
が
地
域

の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
共
に
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3  2021年のカンヌ映画祭で日本映画史上初の脚本賞他全4冠を受賞。
主に広島が舞台でロケ地巡りが人気だ

4  慰霊碑や原爆ドームも見える広島国際会議場の裏手にある広場での撮
影の様子

5  ごみ焼却場である広島市環境局中工場の吹き抜けのある通路は、平和
記念公園から海へと続く平和の軸線を建築で断ち切らないよう計画さ
れており、映画の中でも紹介された

※1 映画、音楽、演劇、文芸、写真、
漫画、アニメーション、コン
ピュータゲームその他の文字、
図形、色彩、音声、動作若しく
は映像若しくはこれらを組み
合わせたもの又はこれらに係
る情報を電子計算機を介して
提供するためのプログラム（中
略）であって、人間の創造的活
動により生み出されるものの
うち、教養又は娯楽の範囲に
属するものをいう。（第2条）

※2 「映像等コンテンツの制作・活
用による地域振興のあり方に
関する調査報告書」（2005年）
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物語で地域の魅力を再発見コンテンツツーリズム特集


